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■ 巻 頭 言
武蔵野大学認知行動療法研究誌の創刊に寄せて
中島聡美
武蔵野大学認知行動療法研究所　所長
2019 年 4 月に武蔵野大学認知行動療法研究所が開設され、このたび、武蔵野大学認知行動療
法研究誌が創刊となりました。武蔵野大学では、長年にわたり心理臨床センターにおいて、認知
行動療法の研究や治療の提供に取り組んできました。アーロン・ベックがうつ病に対する認知療
法を開発して以降、認知行動療法は従来心理療法だけでは難しいと考えられていた精神障害の治
療に大きく寄与するようになりました。特に、不安障害やトラウマ関連疾患については、国際的
ガイドラインにおいて、ファーストラインとされています。また、武蔵野大学は犯罪被害者の心
理や支援についての研究において、日本でも有数の機関でもあります。そのため、特に PTSD に
ついて海外でエビデンスの示された治療である持続エクスポージャー療法（prolonged exposure 
therapy, PE）や認知処理法（cognitive behavioral therapy, CPT）の導入、効果研究を行ってきま
した。また、近年では、犯罪や事故、災害による遺族が苦しむことが多い複雑性悲嘆の認知行動
療法（complicated grief treatment, CGT）や、若い人にも多く見られる社交不安障害の認知行動療
法の治療効果研究も開始されました。これらの取り組みが、社会的にも知られるようになり、認
知行動療法を求めるクライエントや医療機関からの紹介も増えてきています。
このような研究の推進とクライエントのニーズにこたえる形で、武蔵野大学認知行動療法研究
所が開設されました。研究所では、治療の提供だけでなく、より有効でクライエントに受け入れ
られやすい治療技法の開発にも取り組んでいきます。
武蔵野大学認知行動療法研究誌は、武蔵野大学での認知行動療法の研究を推進し、その成果を
広く研究者や心理臨床家に報告するものです。この雑誌が精神的問題に苦しむ方々の回復に寄与
できるものとなることを願っております。
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